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日頃から群馬県畜産協会の運営並びに業務の推進につきまして、特段のご理解とご協力を賜り、心から感謝

を申し上げます。 

去る令和 7 年６月２７日に開催いたしました、第８2 回定時総会、並びに第６１回理事会において、新役員

4 名が選任されました。新体制のもと決意を新たにし、本県畜産業の健全な発展のため、全力で諸課題に取り

組んで参ります。 

さて、畜産を巡る情勢につきましては、物価高騰を背景に、国内の食肉消費は牛肉から値ごろ感の強い豚肉

や鶏肉にシフトする動きもみられ、和牛肉は消費の冷え込みから、枝肉価格及び子牛価格は、一部ブランド牛

を除き低調な相場が続きました。加えて、輸入飼料価格は、国際情勢の悪化、円安、世界的な穀物需要の増大

などの要因により、今もなお高騰水準で推移しており、生産コストの上昇が畜産経営を著しく圧迫しています。 

また、本県では、令和 7 年 1 月から 5 月にかけて豚熱が 4 農場で確認され予断を許さない状況が続いてお

り、農場の飼養衛生管理基準の遵守・徹底と野生イノシシ対策のより一層の強化が求められています。 

本会としましては、こうした状況を踏まえ、畜産経営体が持続可能な経営が出来るよう、行政及び関係団体

と連携しながら、喫緊の課題である家畜・畜産物の価格安定対策をはじめとする経営支援のほか、衛生対策及

び家畜・飼料の生産振興などの諸課題に迅速に対応して参る所存であります。 

生産者をはじめ、関係機関・団体の皆様におかれましては、今後とも本会に対する特段のご支援・ご協力を

お願い申し上げます。 
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第８２回定時総会にて、辞任等に伴う役員の選任が行われ、また第６１回理事会におきまして、役付理事

が決定しました。 

１ 役付理事 

会  長 林  康夫    群馬県農協中央会・各連合会会長 

副 会 長 天笠 淳家    群馬県農業協同組合中央会副会長 

副 会 長 石井 隆志（新任）群馬県農政部米麦畜産課長 

専務理事 富田  孝    学識経験者 

２ 理事 

小林 幹男（新任）ぐんま酪農業協同組合代表理事組合長 

中里 昌弘    株式会社群馬県食肉卸売市場代表取締役社長 

小野 和則    群馬県農業共済組合専務理事 

矢内  功    学識経験者 

矢端 幹男    前橋市農業協同組合代表理事組合長 

奥木 隆人    あがつま農業協同組合代表理事理事長 

新井 淳一    新田みどり農業協同組合代表理事組合長 

松下 洋一    群馬県市長会課長 

河野 哲也    群馬県町村会事務局長 

髙瀨 淳一    群馬県養豚協会会長 

都丸 高志    群馬県養鶏協会会長 

星野 勝将（新任）群馬県 JA 繁殖和牛部連絡協議会会長 

今井 洋平（新任）群馬県 JA 肉牛肥育部連絡協議会会長 

３ 監事 

櫻井 英俊    全国共済農業協同組合連合会群馬県本部運営委員会副会長 

大久保克美    東毛酪農業協同組合代表理事組合長 

桜井 正喜    群馬県家畜商商業組合理事長 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

 
去る、令和７年６月２７日に、本会の全正会員が出席され、第８２回定時総会が開催されました。 

６月１２日に開催された第６０回理事会において、承認いただいた令和６年度の事業報告について報告を行ったほ

か、令和６年度の貸借対照表及び正味財産増減計算書について、承認いただきました。その概要をお知らせいたし

ます。 

１ 令和６年度の実施事業の実績について 

令和６年度においては、公益目的事業７５事業、収益等事業１４事業の合計８９事業を実施しました。 

賃金上昇が電気やガス、日用品等の物価高騰に追いつかず、実質的な国民の生活水準は低下傾向となりました。

食肉については、和牛肉の輸出が好調であった一方、国内消費は牛肉から値ごろ感の強い豚肉や鶏肉にシフトし、

特に和牛肉の消費が冷え込んだ年となりました。 

また、国際的な穀物需要の高まりやロシアによるウクライナ侵攻の長期化、為替変動などを背景に、依然として

配合飼料価格等は最高水準で高止まりしており、物価上昇に伴う生産コストの転嫁が困難な状況から、畜産経営は

厳しい局面が続きました。 

家畜衛生においては、全国で高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）が５１例、豚熱（CSF）が７例発生し、本会で

は群馬県や関係機関、民間獣医師と連携して農場飼養衛生管理強化に向けた側面的支援を行ってきましたが、令和

７年１月に１例、２月に１例の計２例の豚熱（CSF）が発生しました。より一層の防疫対策の強化と畜産生産者の

家畜衛生に対する意識向上を図る必要性を再認識した年となりました。 

本会は、畜産専門機関としての役割を果たすため、職員一丸となって全力で業務に取り組み、今年度も概ね計画

どおり事業を実施しました。 

公益目的事業のうち、畜産経営の安定を図る事業（９事業）においては、前年度に引き続き、牛肉価格の低迷や為

替相場の円安、配合飼料価格等の高騰などにより生産コストが上昇し続けており、「肉用牛肥育経営安定交付金制度

（牛マルキン）」では、肉専用種と乳用種で１１か月、交雑種で５か月発動し、昨年度と同程度の１３億３，２０６

万円の交付金を交付しました。 

「肉用子牛生産者補給金制度」では、和子牛の第４四半期（令和７年１～３月期）の価格は持ち直したものの、第

１四半期から第３四半期（令和６年４～１２月期）で発動し、本制度で登録され販売または自家保留された子牛に

令和６年度の事業報告及び貸借対照表、正味財産増減計算書が承認されました 

令和７年度役員のご紹介 



令和７年７月                 群馬の畜産 みんなの情報室                 第３６５号＜3＞ 

 

＜3＞ 

対して補給金１億１,３９６万円を交付しました。 

また、飼養管理等の向上に取り組む和子牛生産者を緊急に支援する「優良和子牛生産推進緊急支援事業」では、発

動基準価格を下回った肉用子牛生産者補給金制度の登録・販売牛１,７６５頭に対して、５,２９５万円の奨励金を交

付したほか、肉豚経営安定交付金制度（豚マルキン）の円滑な事務の実施を図り、本県の畜産経営のセーフティネッ

トとしての役割を果たしました。 

畜産経営の向上を図る事業（２７事業）では、畜産経営の高度化に必要な情報提供、個人経営から企業的経営等の

多様なニーズに対応した経営指導や、畜産特別資金利用者等の経営改善指導等を継続的に行ったほか、安全で安心

な国産畜産物の生産、畜産農家が求める経営・技術に有用な情報の提供、畜産クラスター事業の機械導入事業の県

窓口としてクラスター計画に基づく導入申請等へのサポートやアドバイス、優良な経営管理技術を有する経営体の

経営成果等の調査、畜産物の輸出に対する初期対応を行う相談窓口の設置、畜産物輸出に対する理解醸成を図る活

動、畜産経営における人材確保と労働力の負担軽減、酪農および肉用牛経営の飼養管理技術の高度化並びに省力化

を図る畜産 ICT 機械等の活用支援、畜産経営に参画する女性を対象とした研修会の開催、第三者経営継承に対する

支援、酪農ヘルパー組織の維持や統合支援、酪農ヘルパー要員確保活動、傷病発生時等の酪農ヘルパー利用の相互

扶助を図る互助会の運営、堆肥や副資材の活用推進や、産業動物獣医師として県内に勤務を希望する獣医学生に対

する修学資金の給付など、畜産経営の向上に係る幅広い支援を実施しました。 

このほか、新たに中央畜産会から畜産クラスター事業の全国推進事業の一部を受託し、施設整備・機械導入が完

了した経営（取組主体）の省力化機械等の導入前後の経営内容について導入効果等の調査を実施しました。 

家畜及び畜産物の安全性確保と理解醸成に関する事業（２２事業）では、生産農場における飼養衛生管理の向上

や家畜の伝染性疾病の清浄化、疾病の発生予防に向けた自主淘汰支援やワクチン接種費用の負担軽減、防疫演習の

支援や、自衛防疫団体等が実施する予防注射に必要な衛生資材等についての支払事務等を実施しました。 

また、豚熱（CSF）への対策として、野生イノシシ経口ワクチンの散布により、豚熱ウイルスの拡散防止を図る

対策協議会の運営、養豚の生産性を阻害する豚繁殖・呼吸障害症候群（PRRS）の発生低減・排除を図るための指導

獣医師と連携した検査と指導、馬の飼養衛生管理向上のための研修会の開催、馬インフルエンザ等のワクチン接種

の推進、農場 HACCP、畜産 GAP の構築支援や認証の推進、畜産や地方競馬振興への消費者の理解を促進するた

めの牧場体験、畜産普及啓発活動等を実施しました。 

このほか、本会独自事業（自

主事業）として、山羊の多面

的機能を生かした活用需要の

掘り起こしを図るため、山羊

乳の加工等について調査・検

討を行ったほか、乳牛、肉豚に

おける生産振興に係る各種事

業を実施しました。 

家畜の能力向上を促進す

る事業（１７事業）では、家畜

改良・増殖を促進する事業、

繁殖和牛およびホルスタイン

種において家畜の改良成果を

展示し優れた形質をもつ家畜

を競い称える群馬県畜産共進

会の開催、地区で開催される家 

畜共進会の褒賞等の交付、令和

９（２０２７）年８月に開催

予定の第１３回全国和牛能力

共進会（北海道大会）の出品

対策の実施、和牛の遺伝子検

査によるゲノミック評価を活

用した早期の繁殖雌牛候補牛

の能力把握の促進や、乳用牛

の SNP 検査を推進するため

の検査料補助を行いました。 

このほか、令和３年度に実

施した輸出拡大に向けた畜産

クラスター計画に基づく優良

な和牛繁殖雌牛の増頭推進事

（　）は補正予算時の事業数

公1(1)経営安定支援 3 (3) 2 (2) 1 (1) 3 (3) 9 (9)

公1(2)経営向上支援 7 (7) 1 (1) 10 (10) 9 (9) 27 (27)

公1(3)安全・理解 4 (4) 6 (6) 4 (4) 8 (8) 22 (22)

公1(4)能力向上 7 (7) 4 (4) 2 (2) 4 (4) 17 (17)

小計 21 (21) 6 (6) 5 (5) 18 (18) 1 (1) 24 (24) 75 (75)

収1(1)家畜登録 6 (6) 6 (6)

他1(1)団体事務受託 8 (8) 8 (8)

小計 6 (6) 8 (8) 14 (14)

21 (21) 6 (6) 5 (5) 18 (18) 6 (6) 9 (9) 24 (24) 89 (89)

自主事業 計補助事業 助成事業 特別事業 受託事業 家畜登録 事務受託

合計

会計区分

公
益
目
的
事
業

収
益
等
事
業

（　）は補正予算時の事業数

3 (3) 3 (3)

10 (10) 10 (10)

6 (6) 1 (1) 7 (7)

1 (1) 1 (1)

6 (6) 6 (6)

1 (1) 5 (5) 9 (9) 15 (15)

1 (1) 7 (7) 8 (8)

8 (8) 8 (8)

4 (4) 1 (1) 3 (3) 8 (8)

1 (1) 1 (1) 21 (21) 23 (23)

21 (21) 6 (6) 5 (5) 18 (18) 6 (6) 9 (9) 24 (24) 89 (89)

農林水産省

家畜登録 事務受託 自主事業 計補助事業 助成事業 特別事業 受託事業

農畜産業振興機構

群馬県

合計

補助元等

その他

自己資金

地方競馬全国協会

家畜登録団体

中央畜産会

その他団体

事務受託先
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業の成果実績の取りまとめ、高齢の繁殖雌牛から優良な若い繁殖雌牛への更新を図る取組に対する経費の支援や、

令和７（２０２５）年１０月２５日に開催される第１６回全日本ホルスタイン共進会（北海道大会）に係る出品対策

を実施しました。 

収益事業等については、畜産に関する収益等事業（６事業）、畜産の振興を図る事業（８事業）で、和牛、乳牛（ホ

ルスタイン種、ジャージー種）、種豚、山羊（日本ザーネン種）の各家畜の血統登録を積極的に推進し、血統登録を

行ったほか、県内の生産者等の団体からの事務を受託し、地域の畜産振興を図るとともに、公益目的事業を実施す

るための財源として収益性の確保に努めました。 

今後も、畜産を取り巻く中長期的な課題や実態を十分に踏まえて事業を継続して実施するとともに、飼養衛生管

理、家畜衛生等を強化する事業に積極的に取り組むほか、国際化に対応した畜産経営の確立と畜産経営の安定向上、

安全で良質な畜産物の生産に貢献し、国民生活に不可欠な食料の安定的な供給に寄与してまいります。 

２ 令和６年度の会計状況について 

令和６年度においては、補助事業２１事業、助成事業６事業、特別事業５事業、受託事業１８事業、家畜登録事業

６事業、団体・生産者からの事務受託事業９事業、自主事業２４事業の合計８９事業を実施し、経常収益１,７６９,

７２６千円、経常費用１,７６１,０３３千円、経常外収益・費用を含めた他会計振替前当期一般正味財産増減額は８,

６９３千円の増加となりました。 

これを前年度の実績額と比較しますと、経常収益は５８,１７７千円の減少、経常費用は６３,３８０千円の減少と

なりました。 

経常収益の主な動きとしては、前年度実績との比較では、肉用子牛生産者補給金制度の発動に伴い、受取機構生

産者補給交付金が６４,５７４千円の増加、繁殖経営に対する緊急支援事業等で機構受取補助金が４２,４６５千円の

増加、第１３回全国和牛能力共進会の出品対策事業の実施等により県受取補助金が１,８８５千円の増加となりまし

た。一方、肉用牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）は発動減に伴い、生産者に支払われる受託機構交付金が前年度

に比べ９６，０２０千円の減少したほか、受取生産者負担金が３２,００７千円の減少となりました。また、生産農

場衛生対策事業における牛ウイルス性下痢・粘膜病牛（ＰＩ牛）の自主淘汰がなかったこと、また牛海綿状脳症（Ｂ

ＳＥ）の検査基準の見直しに伴う検査対象牛の減少等により国受取補助金は７,１６５千円の減少となりました。 

また、登録事業収益は、３８,４７９千円の減少となりますが、これは会計処理方法の変更に伴い、登録団体に支

払う登録料と支払い登録料の純額を事業収入と一部を委託料収入に計上したことにより８,９１０千円の増加となり

ました。 

 経常費用の主な動きとしては、前年度実績との比較では、事業費は６２,７４９千円の減少、管理費は７００千円

の減少となりました。 

主な事業費の増加については、肉用子牛生産者補給金制度の発動により支払機構生産者補給金が６４,５７４千円

の増加、各種補助金の交付額が３５,８０４千円の増加となりました。 

一方、主な減少については、肉用牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）の肉用牛肥育交付金が発動減により１２

８,０２７千円の減少、衛生資材費が家畜衛生推進事業のワクチン接種の希望頭数減により３,４８８千円の減少とな

りました。 

本会は、公益目的事業の割合が高いため、会計の性質上、経常収益、経常費用はパラレルに変動しますが、今年度

は、前年度実績との対比で、経常収益で－３％、経常費用で－４％と費用抑制の傾向となりました。 

これは、派遣職員の派遣料の改訂、正職員に対する緊急措置としての物価高騰対策への対応、管理部門に有資格

者等の派遣職員配置等を実施し費用が増加した一方、再雇用者の退職、育児休業、病気療養に伴う休職等が発生し、

給与手当は、前年度と比較して事業費で３,８５７千円の減少、管理費で５３０千円の減少、賃金（派遣料）は、管

理配置の派遣職員の従事時間を一部業務に仕向けたことから、事業費で１,７７０円の増加、管理費で４３７千円の

減少となり、当期計上増減額は８,６９３千円の増加となりました。 

収益事業等会計のうち、畜産振興事業会計が７,４７０千円の減少のため、畜産収益事業の安定的な実施を図るた

め同額を振り替えました。また、公益法人は、収益事業から得られる財産の増加を公益目的事業の実施に充て、さら

に公益目的事業を拡大していくことを求められており、公益目的事業の安定的な実施を図るために、定められた方

法に従い、収益事業等会計から公益目的事業会計に７,４８２千円を振り替えました。 

さらに、法人税、住民税及び事業税の９４３千円を畜産収益事業会計から差引き、当期一般正味財産増減額は、公

益目的事業会計は５,８３１千円の増加、畜産収益事業会計は８２９千円の減少となりました。 

増額となった公益目的事業会計の５,８３１千円は、次年度以降２年以内の公益目的事業の実施に備えます。 

３ 一般正味財産の動き 

（１）公益目的事業会計 

公益目的事業の主な財源は、会費の２分の１相当額、補助事業等の事業費、及びそれに伴う事務手数料等です。

令和６年度においては、経常収益１,７１２,０８８千円、経常費用１,７１３,７３９千円で、当期経常増減額は１,６

５０千円の減少となりました。収益事業等会計（畜産収益事業会計）の他会計振替前当期一般正味財産増加額から

定められた方法により算定された７,４８２千円を振り替え、本会計の税引前当期一般正味財産増減額は１,６５０千

円の減少となりました。 
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（２）収益事業等会計 

本会の収益事業等会計の財源は、登録事業収益、及び生産者等の団体からの事務受託により得られる収入が計上

されます。令和６年度においては、経常収益４８,８９５千円、経常費用４１,２９９千円で、当期経常増減額は７,５

９６千円の増加となりました。 

このうち、定められた方法により算定された畜産収益事業会計の１４,９５３千円について、公益目的事業会計に

７,４８２千円を、畜産振興事業会計に７,４７０千円を振り替えました。 

ア 畜産収益事業 

畜産収益事業の主な収益事業である家畜登録事業では、昨年度と比較し、乳牛（ホルスタイン）の血統登録が約

９％増加した一方、和牛の登記・登録は約１２％、種豚は約５３％の減少となりました。令和６年度から、日本ホル

スタイン協会、日本養豚協会、畜産技術協会の各登録機関に支払う登録料の計上方法を変更（登録団体へ納付する

登録料を借受方式に変更）したため、財務帳票上の前年度との比較はできません。 

イ 畜産振興事業 

 畜産振興事業会計の主な収益事業である生産者等団体等からの事務受託事業は、各団体から前年度同様の事務受

託料を財源として畜産振興を図りました。 

令和６年度においては、経常収益が３,９１８千円、経常費用が１１,３８９千円で、他会計振替前当期一般正味財

産増減額は７,４７０千円の減少となりました。 

安定した畜産振興を図るため、畜産収益事業会計（家畜登録事業の収益）から、同額を振り替えし、生産者等団

体等からの事務委託の実施に備えました。 

（３）法人会計 

 この会計は会費の２分の１相当額を財源とし、本会の会務に使用する会計です。令和６年度においては、経常収

益８,７４２千円、経常費用５,９９５千円で、継続して管理費等の節減に努めた結果、他会計振替前当期一般正味財

産増減額は２,７４７千円の増加となりました。 

（４）法人税、住民税、事業税等の支払い後の当期一般正味財産増減額 

法人税、住民税、事業税等について、畜産収益事業会計により支出した結果、公益目的事業会計は５,８３１千円、

収益事業等会計はマイナス８２９千円、法人会計は２,７４７千円となり、合計は７,７４９千円となりました。 
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第1期（第1回） 第1期（第2回） 巡回指導後

締 切 日 R7.3.31 R5.7.22 R7.7.29

申込頭数 293頭 127頭 111頭

戸  　数 15戸 14戸 14戸

＊群馬県立吾妻中央高等学校の７頭を含む 

 

 
令和 7 年１０月２５日（土）～２６日（日）の２日間にわたり、一般社団法人日本ホルスタイン

登録協会が主催する「第１６回全日本ホルスタイン共進会北海道大会」が北海道勇払郡安平町にて

開催されます。 

本共進会に向けて、令和７年４月２３日（水）に JA ビルにて、第２回出品部会を開催しまし

た。部会では、出品対策の経過報告や第１期（第１回）出品候補牛の申込状況、衛生対策、今後の

出品対策等について協議しました。 

また、第２回出品部会で決定した今後の予定は以下のとおりです。 

 

 
 

◆出品候補牛申込状況について 

令和７年７月３１日時点でとりまとめている出品候補牛申込状況は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 
 

巡回指導後の出品候補牛は、群馬県の選定牛として第１６回全日本ホルスタイン共進会事務局へ報

告し、群馬県予選会の出品予定牛となります。 

群馬県予選会では、群馬県の割当頭数１２頭（一般枠９頭、J サイア娘牛枠２頭、高校特別枠１頭）

を決定します。 

 

◆出品部会委員による出品申込牛の巡回指導について 

 令和７年７月２８日（月）～２９日（火）の２日間にわたり、出品部会委員による出品申込牛の巡

回指導を実施しました。１日目は吾妻地域、利根・沼田地域、中部地域の８生産者、２日目は東部地

域、西部地域の６生産者を巡回し、出品申込牛の状態観察、ワクチン接種実施状況、出品資格条件の

確認等を行いました。 

本県では、出品牛が第１６回全日本ホルスタイン共進会北海道大会で優秀な成績が収められるよう、

関係者一丸となって取り組んでまいります。引き続き、皆様のご支援・ご協力をお願い申し上げます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

群馬県予選会

会場：群馬県畜産試験場

審査員：高橋直人氏(ストレートマン・キャトルケア・サービス)

７月２８日（月）
出品部会委員による出品申込牛の巡回指導

２９日（火）

第３回出品部会８月　８日（金）

９月２６日（金）

第１６回全日本ホルスタイン共進会北海道大会に向けて 

 

群馬県立吾妻中央高等学校での様子 
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リザーブジュニアチャンピオン牛：吾妻中央高校 

リザーブシニアチャンピオン牛：㈲KC 牧場 

出品部 成績 出品者

第１部 １席

★ﾘｻﾞｰﾌﾞｼﾞｭﾆｱﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ
群馬県立吾妻中央高等学校

第２部 ２席 群馬県立吾妻中央高等学校

第３部 ２席 齋藤　丈嗣

第４部 １席 遠坂　和仁

第５部 １席 三輪　圭吾

第６部 ３席 細野　孝之

１席

★ﾘｻﾞｰﾌﾞｼﾆｱﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ
(株)KC牧場

２席 齋藤　丈嗣

第１１部 ３席 (有)神澤牧場

１席

★ｼﾆｱﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ
(株)長坂牧場

２席 (有)萩原牧場

名号

ｱｶﾞﾁﾕｰ ｼﾔﾝｸﾞﾘﾗ M ﾊｽﾞｲﾂﾄ ﾙﾂｸ ﾌﾀｺﾞ

第１０部

第１２部

アガチユ―　 L　ルート

エステリア　 ＷＥアネリス　 Tストーム　アイスパン

エステリア　Wリアンズ　ラムダ　リーブ

リスペクト　ハンコツク　ヴエラール

Tマミーポツター　GF 　インスタ　グラム

エリー バリアント エンジエルパイ

クレマチス　YアンドH　オーキツド　 HJ　フラワー

ゴツドフレイ　キングドツク　ミツシー

ラブリーフアーム クインブルツク

ゴツドフレイ　キングドツク　アイボリー

 

 

令和７年４月４日（金）～５日（土）の２日間にわたり、2025 セント

ラルジャパンホルスタインショウが静岡県御殿場市馬術スポーツセンター

にて開催されました。本県からは２２頭が出品され、下表のとおり好成績

を収め、第１２部の(株)長坂牧場が出品した「ﾗﾌﾞﾘｰﾌｱｰﾑ ｸｲﾝﾌﾞﾙﾂｸ」はシ

ニアチャンピオンを受賞しました。 

 また、令和７年６月１６日（月）に群馬県庁にて、群馬県農政部長に

2025 セントラルジャパンホルスタインショウの成績を報告しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和７年５月８日（木）～３０日（金）の１６日間にわたり、一般社団法人日本ホルスタイン登録協会によ

る体型調査・牛群審査が実施されました。県内７２戸のご協力により、体型調査３３９頭、SNP 審査１５２頭、

牛群審査１７２頭、奨励審査３２頭、計６９５頭を調査・審査することができました。また、８５点以上のベ

リーグッド牛が１９５頭、９０点以上のエクセレント牛が２２頭と、高得点牛が多く輩出されました。 

(有)萩原牧場所有の「ｺﾞﾂﾄﾞﾌﾚｲ ｷﾝｸﾞﾄﾞﾂｸ ｱｲﾎﾞﾘｰ」、(株)長坂牧場所有の「ﾗﾌﾞﾘｰﾌｱｰﾑ ｸｲﾝﾌﾞﾙﾂｸ」については、

乳用強健性、乳器が高く評価され、９３点を獲得しました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

令和７年度前期乳牛体型調査・牛群審査について 

 

２０２５セントラルジャパンホルスタインショウについて 

シニアチャンピオン牛：（株）長坂牧場 

本県出品牛における各部３席までの入賞牛一覧 

その他成績 

ｺﾞﾂﾄﾞﾌﾚｲ ｷﾝｸﾞﾄﾞﾂｸ ｱｲﾎﾞﾘｰ（5 産） 
(有)萩原牧場 所有 

ﾗﾌﾞﾘｰﾌｱｰﾑ ｸｲﾝﾌﾞﾙﾂｸ（8 産） 
(株)長坂牧場 所有 

第１５部（各都道府県対抗戦） 優勝

最優秀学校賞 群馬県立吾妻中央高等学校

学生リードマン賞（高校２年生以下の部）
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共 進 会 の 詳 細 は

QR コードから 

畜種 日時 場所

山羊の部 令和７年　８月２９日(金) 全国農業協同組合連合会  渋川家畜市場

繁殖和牛の部 令和７年１１月１０日(月) 群馬県畜産試験場

乳牛の部 令和７年１１月１７日(月) 群馬県畜産試験場

 

 

令和７年６月１１日（水）～７月１１日（金）にかけて、山羊の登録巡回を実施しました。 

県内飼養者７戸を巡回し、今年の２月から６月にかけて生まれた３２頭（♀１７頭、♂１５頭）

の子山羊の登録を行いました。夏の暑さに負けずのびのびと育つ山羊を見ることができ、令和７年

８月２９日（金）に開催する第２９回群馬県畜産共進会（山羊の部）での審査が楽しみになるよう

な山羊が多い印象でした。共進会の後には、付帯行事である種山羊交換会（競り）が行われます。

全国的にも珍しい行事であり、登録山羊（ザーネン種）のみが出品される交換会です。ご興味のあ

る方は是非ご来場ください。 
 

 
 

 

 

 

 

優良な家畜の改良促進を目的に第２９回群馬県畜産共進会を下記のとおり予定しています。 

詳細は本会 HP をご覧ください。https://www.chikusankyokai.or.jp/ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年５月２１日（水）に群馬県産業技術センターにて、畜産リノベ資金等の県内向けの説明会

を開催し、県内各農協等から 23 名の方に出席いただきました。 

今年度名称変更のあった畜産リノベ資金（旧名：畜特資金）、新設された酪肉支援資金（酪農・肉用

牛担い手緊急支援資金）を本会から説明したほか、こちらも今年度新設された家畜疾病病経営維持資

金におけるクイック融資メニューについて県農政部米麦畜産課から説明いただきました。 

また、質疑応答では畜産リノベ資金の対象となる資金についての質問がありました。本資金は畜産

経営における長期借入金等の借換が対象であり、飼料の買掛未払金等を直接本資金の対象とすること

はできませんので、利用を考えている場合にはご注意ください。 

上記資金の中でも特に酪肉支援資金については令和７年度のみ実施される予定の制度資金です。酪

農・肉用牛経営における３年分の返済金額を限度額として長期・低利で借換を行うことができますの

で、必要とされる方が利用できるよう関係団体のみなさまからも周知をお願いするとともに、本会と

しても生産者へのチラシの配布等による周知を継続していきます。 

ヤギの巡回登録について 

畜産リノベ資金等の説明会を開催 

 

 

第２９回群馬県畜産共進会の案内 

高崎市で山羊を飼養している清水雅祥氏(左)と登録

山羊 2 頭（共進会出品予定） 
令和６年度金賞受賞山羊 

 

https://www.chikusankyokai.or.jp/
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出品区 第２区 第３区

区名 若雌の１ 若雌の２

生後月齢 １４～１７ヵ月未満 １７～２０ヵ月未満

生年月日 R８.３.２７～６.２６ R７.１２.２７～R8.３.２６

授精・移植時期 R7.6.15～9.14 R7.３.1７～6.14

出品単位

父牛

母牛

産肉能力条件

飼養期間

いずれかの条件を満たすもの
①高等登録
②基本・本原登録の場合は次の条件を満たすもの
■初産月齢28ヵ月以内
■分娩間隔の育種価が県の平均以上（B以上）か分娩間隔が400日以内

単品

自県産とする

繁殖能力条件（本牛の母）

申込みから最終審査まで３ヵ月以上所有・飼育

平成25年10月1日以降生まれであること

父牛、母牛、本牛のいずれかが本原登録または高等登録であるもの
または、本牛が本原登録の育種価条件を満たしたものはこれに準ずる

日程 内容

令和７年　９月　１日（月） 第３回群馬県出品対策協議会

令和７年１１月１９日（水） 全共出品対策研修会　講師：宮崎県生産者　石山氏

令和７年１１月～１２月 「肉牛の部」第８区出品候補牛巡回調査

令和８年　１月中旬 「肉牛の部」第８区出品候補牛交換会

 

 

◆第１３回全国和牛能力共進会 種牛の部、第２区の繁殖期間中です。出品希望者は、下記の表で出

品条件を確認のうえ、繁殖を実施しましょう。 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆肉牛の部、第８区用に作出された牛の分娩が令和７年８月

２７日から始まります。分娩前の疾病対策、今後のスケジ

ュール等の確認を兼ねて巡回指導を７月～８月に実施いた

しますので、ご協力をお願いします。なお、現在約２００

頭（全共受精卵＋農家作出牛）が受胎しています。 

◆今後のスケジュール 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和牛全共だより 
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■肉用子牛生産者補給金制度　補給金交付状況

区分 平均売買価格(円) 交付単価(円) 交付額(円)

業
対

年
次

期別 黒毛 褐毛 他肉 乳用 交雑 黒毛
褐
毛

他肉 乳用
交
雑

黒毛
褐
毛

他肉 乳用
交
雑

8 7 1 ～ 3 第4四半期 589,700 670,700 278,100 205,200 389,400 0 0 49,900 0 0 0 0 0 0 0

4 ～ 6 第1四半期 650,900 621,100 - 254,700 382,500 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 ～ 9 第2四半期

10 ～ 12 第3四半期

計

月次

※他肉（その他肉専用種）はR2年度より算定期間が１年（４月～３月）となりました。

【優良和子牛生産推進緊急支援事業及び和子牛産地基盤強化緊急特別対策事業平均価格等（令和６年１０月～１２月分）】

１　発動基準価格及び平均価格

A B C

北海道 717,224 － －

東北 615,485 － －

本州関東以西・四国 654,798 － －

兵庫県 1,002,686 － －

九州・沖縄 653,031 － －

621,100 560,000 540,000 530,000 － 560,000 －

－ 360,000 340,000 － － 360,000 －

２　発動基準ごとの奨励金単価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単価：円/頭）

発動基準 取組数２ 取組数３ 取組数４以上 離島等以外 離島等

A 10,000 10,000 10,000

B 10,000 20,000 20,000

C 10,000 20,000 30,000

品種・ブロック名 平均価格

黒毛
和種

610,000 590,000

優良和子牛生産推進緊急支援事業
【継続事業】

発動基準価格 奨励金
発動

奨励金
発動

発動基準
価格

和子牛産地基盤強化緊急
特別対策事業【新規事業】

和子牛産地基盤強化緊急
特別対策事業【新規事業】

10,000 50,000

※本県の事業参加者は全員取組数４以上

610,000

褐毛和種

その他の肉専用種

品種

黒毛和種

優良和子牛生産推進緊急支援事業
【継続事業】

580,000

価格安定事業の発動状況 

 

 

令和７年度群馬県学校農業クラブ連盟主催 家畜審査競技大会の開催 

 令和７年６月１０日（火）に群馬県畜産試験場にて、群馬県学校農業クラブ連盟主催の家畜審査

競技大会が開催されました。本大会は県内の農業関係７校から計１１２名の生徒が参加し、乳牛

の部と和牛の部に分かれて家畜の審査を行いました。 

最優秀賞は、乳牛の部では利根実業高等学校２年生の番場有織さん、和牛の部では吾妻中央高

等学校２年生の石北優美那さんがそれぞれ受賞しました。 

 当日はあいにくの雨であったため、被毛の質等が分かりづらく難しい審査となりましたが、ど

の生徒も真剣に審査に取り組んでいました。 

家畜審査協議大会 開会式 

 
家畜審査協議大会 審査の様子 
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交付金の額

人数 頭数 （円） 交付金として 積立金から

（人）  （頭） （4/4） 支払う額（3/4） 支払われる額（1/4）

通常 0 0 0

計 0 0 0

通常 0 0 0

計 0 0 0

通常 57,901 43,425 14,476

計 57,901 43,425 14,476

通常 57,901 43,425 14,476

計 57,901 43,425 14,476

精算払 0 0 0

計 57,901 43,425 14,476

概算払日
令和7年

　6月26日

0

期間 品種区分 納付区分 支払区分

交付対象

交付日

交雑種 概算払
0

0

令和7年
4月期

肉専用種 概算払
0

小　計

概算払
4

3 4

乳用種 概算払
4

3 4

◆肉用牛肥育経営安定交付金制度（牛マルキン） 交付金交付状況 

 

 

 

◆肉豚経営安定交付金制度（豚マルキン） 交付金単価について 

市  況 

前橋家畜市場取引結果【群馬県家畜商商業協同組合】

品種 区分 性別 売買頭数 最高値（円） 最低値（円） 平 均（円） 平均体重（kg）
メス 142 661,100 234,300 444,671 151
オス 212 865,700 110,000 540,162 166
メス 1 317,900 317,900 317,900 68
メス 32 409,200 27,500 317,659 235
オス 19 434,500 22,660 324,940 217
メス 342 435,600 39,600 289,692 89
オス 420 418,000 27,720 325,142 95
メス 8 124,300 14,300 69,740 117
オス 9 133,100 12,100 52,299 169
メス 6 99,000 6,600 66,733 59
オス 128 185,900 550 95,227 74

交雑種

乳牛

スモール

開催日　令和7年6月1日～6月30日

子牛

スモール

子牛

子牛

スモール
和牛

和牛子牛市場成績【JA全農ぐんま渋川家畜市場】
開催月 性別 取引頭数 高値(円) 安値(円) 平均価格(円) 平均体重(kg) 平均日齢（日） Ｋg単価(円)

雌 92 883,300 326,700 594,286 304 297 1,951
去勢 154 999,900 295,900 724,792 342 292 2,113
合計 246 675,985 328 294 2,057

開催月 性別 取引頭数 高値(円) 安値(円) 平均価格(円) 平均体重(kg) 平均日齢（日） Ｋg単価(円)
雌 107 1,210,000 309,100 586,279 306 300 1,912

去勢 139 986,700 223,300 713,805 340 290 2,097
合計 246 658,336 325 294 2,021

令和７年
6月

令和７年
7月

乳用牛市場成績
開催月 畜種区分 授精区分 腹子品種 頭数（頭） 平均体重(kg)平均価格(円)

未経産 20 275 212,700
ホルス 1 534 553,000
交雑種 20 552 588,400

ET 和牛 3 514 781,667
17 643 286,059

ホルス 2 566 308,500
交雑種 18 677 407,222

ET 和牛 1 571 603,000
IVF IVF 1 722 426,000

合計 83 532 394,687

AI

AI

令和７年
5月

経産

初妊

算出期間 令和７年４月から６月まで
肉豚１頭当たりの標準的販売価格 47,635 円/頭
肉豚１頭当たりの標準的生産費 44,451 円/頭
肉豚１頭当たりの交付金単価 ―
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【開催日程】 

 

 

 

みんなで行こう！ケイバ！南関東４競馬場開催日程 

地方競馬の売り上げの一部は、畜産振興及び地方財政の改善に活用されています。 

◆オフト伊勢崎 

群馬県伊勢崎市宮子町 3074 

伊勢崎オートレース場 

グリーンスタンド４階 

お問合せ：0270-23-0535 

      「群馬の畜産・みんなの情報室」を読んでいただきありがとうございます。 

連日暑い日が続きますが皆さん体調管理は大丈夫でしょうか。先日プライベートで北海道旅行に

行った時に驚いたのですが、電車に乗った際に窓が開いていました。涼しい北海道では冷房設備が行き届いてい

ないと聞いてはいましたがビックリしました。また、北海道は食べ物も美味しくサウナも最高でした。     

これから夏休み、お盆シーズンで外出の機会が多くなると思いますが、暑さ対策と感染症対策を行い、楽しい休

日をお過ごし下さい。                                 （M.S） 

編集後記 

詳しくは南関東４競馬場サイト：http://www.nankankeiba.com/index.html をご覧ください 

◆ＢＡＯＯ高崎 

群馬県高崎市岩押町 12－16 

お問合せ：027-322-5192 
平日、大井、川崎、

船橋、浦和の馬券が

購入できます 

個別モニター付き特別

観覧席で快適な一日を

お過ごしいただけます 

ロイヤル席 


